
茶葉は丁寧に
手摘みする。今
年は約６キロ
の茶葉を収穫

お茶を広める
ためのワーク
ショップを各
所で行ってい
る。この日は
茶摘み体験

香り豊かで、うま味の
中に若干渋みのある深
い味。注文はメールで

下草井銘茶 鷹の爪上茶
（30g ／ 700 円）

浅
野
藩
ゆ
か
り
の
銘
茶
を
復
活

手
摘
み
＆
手
も
み
で
作
る
煎
茶

　三
原
市
の
北
西
部
、
の
ど
か
な
田
園
風

景
が
広
が
る
大
和
町
黒
谷
地
区
。
こ
の
地

で
は
、
浅
野
藩
に
献
上
し
た
「
鷹
の
爪
」

と
呼
ば
れ
る
お
茶
が
作
ら
れ
て
い
た
。
広

島
県
の
地
誌
『
芸
藩
通
志
』
に
品
質
の
良

さ
が
記
さ
れ
る
ほ
ど
の
銘
茶
だ
っ
た
が
、

作
り
手
の
減
少
に
よ
り
途
絶
え
て
し
ま
う
。

そ
の
「
鷹
の
爪
」
を
、
平
成
24
年
に
発
足

し
た
地
元
の
市
民
団
体
『
ま
ほ
ろ
ば
く
ろ

た
に
』
が
復
活
さ
せ
た
。
茶
樹
を
育
成
し
、

環
境
を
整
備
。
煎
茶
の
作
り
方
は
京
都
ま

で
研
修
に
行
き
、
お
茶
作
り
の
山
下
名
人

か
ら
指
導
を
受
け
た
。「
茶
摘
み
の
時
期
に

は
体
験
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

も
み
の
煎
茶
作
り
は
５
時
間
程
か
か
り
、

体
力
も
使
う
の
で
、
皆
さ
ん
驚
か
れ
ま
す

よ
」
と
和
氣
さ
ん
と
高
橋
さ
ん
。
５
月
14

日
に
行
わ
れ
た
今
年
の
体
験
交
流
会
に
は

41
人
が
集
ま
っ
た
。「
今
後
の
目
標
は
茶
葉

の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
。
販
売
量
も
増

や
し
、
地
域
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
一
部
に
な
れ

ば
」
と
二
人
は
意
欲
を
燃
や
す
。

世
界
中
に
日
本
茶

フ
リ
ー
ク
を
増
や
す

　世
羅
町
に
お
茶
の
栽
培
か
ら
販
売
ま
で

を
一
手
に
担
う
『
Ｔ
Ｅ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｙ 

Ｇ
Ｅ
Ｎ
』
代
表
の
髙
橋
玄
機
さ
ん
。「
お

茶
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
大
学
時
代
で
す
」

と
話
す
髙
橋
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、
お

茶
の
販
売
と
生
産
を
学
ん
だ
。
２
０
１
６

年
３
月
、
今
の
団
体
を
起
ち
上
げ
た
。「
僕

ら
若
い
者
が
茶
畑
を
借
り
受
け
て
生
産
す

れ
ば
、
お
茶
が
世
羅
の
産
業
と
し
て
復
活

す
る
の
で
は
と
考
え
た
ん
で
す
」。
起
ち
上

げ
か
ら
一
年
余
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ス
ト
ア
以
外
に
も
、
現
在
で
は
販
売
網

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。「
広
島
市
内
の
三
越

の
『
喜
左
衛
門
』
な
ど
に
も
置
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
尾
道
に
日
本
茶
専
門

店
を
出
店
す
る
予
定
で
す
」。
そ
こ
か
ら
新

し
い
日
本
茶
の
楽
し
み
方
を
発
信
し
た
い
と

い
う
髙
橋
さ
ん
。「
や
る
か
ら
に
は
お
茶
を

世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
し
て
、
世
界
中
に

日
本
茶
フ
リ
ー
ク
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
」。

髙
橋
さ
ん
の
挑
戦
は
続
く
。

会長 高橋 信忠さん (左 )
事務局長 和氣 泰臣さん (右 )

代表
髙橋 玄機さん

黒谷の地域資源を PR するべく、
季節ごとに楽しいイベントを企画

思想家・岡倉天心の本に出合っ
たことでお茶の世界に入る

まほろばくろたに
090 ・ 7508 ・ 7754

三原市大和町下草井 1063
　 tmwake-y@mail.mcat.ne.jp
Facebook「まほろばくろたに」で検索

TEA FACTORY GEN

　 info@tea-factory-gen.com
http://tea-factory-gen.com

お茶をライフスタイ
ルに溶け込ませて

自然豊かな黒谷に
遊びに来てください

お茶はすべて化学肥料も農薬も
使わない有機農法で栽培される

体験交流会の様子。ホイロ（製茶用
の乾燥炉）を使い茶葉を手もみ

T E A ��T E A ��

「鷹の爪」の復活事業やホタル観察会、
門松づくりなどを通して、
黒谷の文化･産業を掘り起こし、
地域の活性化を目指す。

世羅町はかつて、お茶の名産地だった。
現在、そんな世羅町でお茶の産地復活に
取り組む若い力がある！
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